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「自分ファーストがもたらしたもの」 
創世記 3章 
1 主なる神が造られた野の生き物のうちで、最
も賢いのは蛇であった。蛇は女に言った。 
「園のどの木からも食べてはいけない、など
と神は言われたのか。」 
2女は蛇に答えた。 
「わたしたちは園の木の果実を食べてもよい
のです。  
3 でも、園の中央に生えている木の果実だけ
は、食べてはいけない、触れてもいけない、死
んではいけないから、と神様はおっしゃいまし
た。」 
4蛇は女に言った。 
「決して死ぬことはない。  
5 それを食べると、目が開け、神のように善悪
を知るものとなることを神はご存じなのだ。」 
6女が見ると、その木はいかにもおいしそう
で、目を引き付け、賢くなるように唆してい
た。 
女は実を取って食べ、一緒にいた男にも渡した
ので、彼も食べた。  
7 二人の目は開け、自分たちが裸であることを
知り、二人はいちじくの葉をつづり合わせ、腰
を覆うものとした。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
1）蛇との会話 
蛇が女に語りかける物語は、即座に「蛇」と
「悪魔」を同一視したくなる心に火をつけそう
になります。 
しかし、もし蛇がそのまま悪魔だとしたら、人
間の責任や人間の罪は「悪魔」のせいになり、
人間に 
責任を問うのは的外れなことにならないでしょ
うか。 

つまり、この出来事の背後には「すべてのいの
ちをケアし、支配する役割を担った人間が、そ
の役割を 
放棄し、蛇の誘導尋問にひっかかった愚かさか
ら引き起こされた深刻な問題への指摘がありま
す。 
蛇は「園のどの木からも食べてはいけない、な
どと神は言われたのか。」と女に声をかけま
す。 
要するに「神は、そんなケチなことを要求する
と思うか？」と神への疑念をくすぐるのです。 
神は「どの木からも食べてはいけない」などと
は語っていません。 
 
ですから、蛇の言葉を受けて、女性は「それは
あなたから問われる問題ではありません。 
あなたには、関係ありません」と断定して、蛇
を追い払う力も能力も人間にはあったのです。 
蛇をしっかり叱りつけ、すぐさまそこから去る
ように命じるべきでした。女性は自らがそうで
あるように、蛇に対して神に従うことを命じる
べきでした。 
しかし、この女性は「蛇」を自分と同等、ある
いは、自分以上の存在として、その質問に応
じ、 
踊らされたのです。 
そして女性は神様からの命令とは全く別のこと
を語ります。これは誘導尋問に乗せられた結果
自分で勝手に神様からの命令を変更したので
す。 
神の言葉を低く見積もったのです。 
2女は蛇に答えた。 
「わたしたちは園の木の果実を食べてもよい
のです。  
3 でも、園の中央に生えている木の果実だけ
は、食べてはいけない、触れてもいけない、死
んではいけないから、と神様はおっしゃいまし
た。」 



 
実際には神の発言は以下のとおりです。 
15主なる神は人を連れて来て、エデンの園に
住まわせ、人がそこを耕し、守るようにされ
た。  
16 主なる神は人に命じて言われた。 
「園のすべての木から取って食べなさい。  
17 ただし、善悪の知識の木からは、 
決して食べてはならない。食べると必ず死ん
でしまう。」 
 
神様の言葉は全く断定的で、厳しい命令の形に
なっています。 
 
2）蛇の独断と偏見、そして人間の同意 
ところが、それを蛇は曲解させます。 
4蛇は女に言った。 
「決して死ぬことはない。  
5 それを食べると、目が開け、神のように善悪
を知るものとなることを神はご存じなのだ。」 
とありますが、ここに蛇の独断が入り込んでい
ます。 
「決して、そんなことはない」と蛇は語ったの
です。 
つまり、神の主張と正反対のことを伝えていま
す。 
何の根拠もありません。ただ、女が自分の言い
なりになっていることが 
わかって、つけ入っているのです。 
そこで「あなたは神のようになれますよ」と伝
えたのです。 
 
神の言葉など、取るに足りないものだという下
心があります。しかも、それを女性は間に受け
ました。 
神のようになれるという蛇の言葉を、神様ご自
身の言葉よりも重いものとして受け止めたので
す。 

 
しかも、蛇の言っている通り、その木の実は 
6女が見ると、その木はいかにもおいしそう
で、目を引き付け、賢くなるように唆してい
た。 
 
と書かれている通り、物による魅力に吸い寄せ
られ、心の中に蛇の言葉への偏りが育ち、 
神の言葉を否定してもそれによって自分たちは
魅力的に見えるものを食べたら、 
神に等しくなるような気がしたのです。 
 
そして、彼女はそれを取って食べ、それを男に
も渡したので、男もそれを食べました。 
すると、 
 
3）自分ファーストの結果 
 
7 二人の目は開け、自分たちが裸であることを
知り、二人はいちじくの葉をつづり合わせ、腰
を覆うものとした。 
 
「二人の目は開け、自分たちが裸であることを
知り」とありますが、それまで「骨の骨」「肉
の肉」として愛の交わりがあり、二人にとっ
て、それぞれの痛みは、それぞれのものであ
り、それぞれの喜びは二人の共有内容だったの
ですが、この木の実を食べた後、「自分たち、
それぞれ各自の自覚」が自己的、利己的にな
り、恥がふたりの間に深く染み込んできまし
た。 
つまり、相手の存在は「自分とはまったくの別
物」としての個と理解され、恥を隠し合う存在
に成り下がったというのです。 
 
深刻な分断がここに引き起こされました。 
結論的には「神様からの役割を放棄し、自分を
神と等しいものにできるという思いに囚われ、



収めるべき蛇に言いくるめられ、神の言葉を否
定した行動をとった結果、利己的意識、別人意
識、恥による心の分断、などが入り込み、実に
惨めな存在と成り下がってしまいました。 
いわば「自分ファースト」に囚われた人間の惨
めな出来事がここに記録されているのです。 
 
聖書が示す福音、救いは、この強烈な「自己フ
ァースト」がもたらす分断、誤解、曲解、そし
て責任転嫁などの問題に解決をもたらすもので
す。 
それにはまず、神との平和が必要であり、自ら
の自己主張と神様の言葉への軽視を改め、新し
い関係構築が必要なのです。 
もはや自分の努力や自己啓発では到底、傷を癒
すことはできないほど深刻なのです。 
それに対する福音をイエス様が開示してくださ
いました。 
 
ローマの信徒への手紙3章にパウロはこう書き
ました。 
21ところが今や、律法とは関係なく、しかも
律法と預言者によって立証されて、神の義が示
されました。 22すなわち、イエス・キリスト
を信じることにより、信じる者すべてに与えら
れる神の義です。そこには何の差別もありませ
ん。 23人は皆、罪を犯して神の栄光を受けら
れなくなっていますが、 24ただキリスト・イ
エスによる贖いの業を通して、神の恵みにより
無償で義とされるのです。 25神はこのキリス
トを立て、その血によって信じる者のために罪
を償う供え物となさいました。それは、今まで
人が犯した罪を見逃して、神の義をお示しにな
るためです。 26このように神は忍耐してこら
れたが、今この時に義を示されたのは、御自分
が正しい方であることを明らかにし、イエスを
信じる者を義となさるためです。 
 

私たち人間は自己流の解釈によって神様から委
託された役割を放棄し、自分の目に美しく好ま
しいものに手を出し、死と分断を味わい、他者
との深い思いやりと愛と支援的関係による一体
性を失いました。 
それは神様との分断も意味ました。それは
「死」の本質です。 
 
イエス様はその事柄に焦点をあてて、私たちの
ところに来てくださり、贖い、なだめ、和解を
もたらし関係を修復してくださいました。 
そこに救いがあるのです。 
 
＊＊ 
Youtube でのMACF礼拝説教は 
https://youtu.be/4_wgShLdBZ0 
 

https://youtu.be/4_wgShLdBZ0

